
探究テーマとしての原⼦⼒

教諭 浅井 佑記範



⾃⼰紹介 浅井 佑記範

学校紹介 ・80人/学年の定時制総合学科を擁する私立高校

（地歴・公民科、情報科）

進路支援担当 教員10年目



「⽇本⼀⼤きいやかんの話」 の上映会がきっかけ

探究のテーマとしての原子力

2021.02.19 福井県原子力安全対策課 2021.03.19 福井県庁前



「教科横断型授業」
高レベル放射性廃棄物の処分を進めるにはどうしたら良いか？

探究のテーマとしての原子力

2022.07.14 福井南高等学校

- グループの構成例
１年生女子（普通コース）
２年生男子（教養文化系列）
２年生女子（流通情報系列）
３年生男子（ライフサポート系列）
福井大学教育学部生（音楽専攻）
報道機関社員
教員（保健体育科）
電力会社社員

→ 疑似社会を構成
→ 「勉強」ではなく「対話」
→ 知識は主体的に得るもの



⽂部科学省⾼等学校学習指導要領（平成30年告⽰）【総合的な探究の時間編】「総合的な探究の時間の特質」より

「探究」の教科⽬標



「教科横断型授業」の感想
「先生やおとなも答えを知らないことが面白い」

探究のテーマとしての原子力

2020年度実施の感想より抜粋

「難しい話じゃなくて楽しかった」

「教科をまたいで知識が得られる」

→インタラクティブであること

→入り口が課題であること

→教科間を往還する課題であること



「教科横断型授業」
高レベル放射性廃棄物の処分を進めるにはどうしたら良いか？

探究のテーマとしての原子力

2022.07.14 福井南高等学校

- グループの構成例
１年生女子（普通コース）
２年生男子（教養文化系列）
２年生女子（流通情報系列）
３年生男子（ライフサポート系列）
福井大学教育学部生（音楽専攻）
報道機関社員
教員（保健体育科）
電力会社社員

→ 疑似社会を構成
→ 「勉強」ではなく「対話」
→ 知識は主体的に得るもの
→ 企画・運営は生徒（ゼミ生）



これはなに？学校教育

製造過程での課題は？社会教育
５０年後の姿は？

「総合的な探究の時間」改革



「総合的な探究の時間」改革

担任 副担任

昨年度までの本校の総合的な探究の時間

教員の負担 大 → 教員が楽しくない → 生徒も楽しくない
↓

← ネガティブ要因による授業展開の試行錯誤
↑

生徒の学びにつながらない
教員が楽しくなければならない！



「総合的な探究の時間」改革



「総合的な探究の時間」改革

ゼミ⽣︓１２名
３年⽣︓５名
２年⽣︓４名
１年⽣︓３名

指導教員のほか助⼿１名
＊助⼿は教育学を学ぶ⼤学⽣

メインテーマは「⺠俗学」と「哲学」でした

沖縄県 １中学校

東京都 ４⾼校
福島県 ３⾼校

兵庫県 １⾼校

京都府 １⾼校

⻘森県 １⾼校

活動資⾦は⾃ら調達︕
（福井南⾼校探究活動の原則のひとつ）



「教科横断型授業」
高レベル放射性廃棄物の処分を進めるにはどうしたら良いか？

探究のテーマとしての原子力

2022.07.14 福井南高等学校

- グループの構成例
１年生女子（普通コース）
２年生男子（教養文化系列）
２年生女子（流通情報系列）
３年生男子（ライフサポート系列）
福井大学教育学部生（音楽専攻）
報道機関社員
教員（保健体育科）
電力会社社員

→ 疑似社会を構成
→ 「勉強」ではなく「対話」
→ 知識は主体的に得るもの
→ 企画・運営は生徒（ゼミ生）

学ぶ環境づくりから⼀緒に関わる



今年の意識調査結果から

福井県内の後期中等教育機関第２学年を対象に毎年実施

回答数 1882名（2022年度）：対象人口の約25％

＊ 詳細は国立国会図書館または本校ウェブサイトにて



質問５．意識するようになったきっかけを教えてください。

＊掲載データをもとに再編集

「学校教育」が最も⼤きな要因であることに地域差はない

今年の意識調査結果から



今年の意識調査結果から 質問６．「原子力」についてどの程度知っていますか？

「原⼦⼒」の⼊り⼝は学校教育によるところが⼤きい



質問７．これまで小中学校で学んだ内容を教えてください。＊複数回答可

＊掲載データをもとに再編集

今年の意識調査結果から



質問11．自由記述欄

＊⺟数ごとの割合に変換

いまの教育のあり⽅に意⾒を持っているのは電⼒消費圏の⾼校⽣

今年の意識調査結果から





調査対象学年⽣が同級⽣たちからかき集めた教科書
福井南⾼校 ⼊試作問委員会が保管している当時の教科書をすべて調査︕

今年の意識調査結果から



p105

メリットも記載されている



理科

探究のテーマとしての原子力

原子力

地理

歴史

公民
家庭科

数学

外国語
情報

賛否

放射線
震災

バックエンド

国語

垣根なく学ぶ環境

「私は地層処分問題の解決が必要だと感じたから
原子力発電の仕組みを学んでいる」

→私はなぜ学ぶのか？が大切



⽂部科学省⾼等学校学習指導要領（平成30年告⽰）【総合的な探究の時間編】「総合的な探究の時間の特質」より

「探究」の教科⽬標



⽂部科学省⾼等学校学習指導要領（平成30年告⽰）【総合的な探究の時間編】「総合的な探究の時間の特質」より

「探究」の教科⽬標



⽂部科学省⾼等学校学習指導要領（平成30年告⽰）【総合的な探究の時間編】「総合的な探究の時間の特質」より

仮説の⽴て⽅⽀援
何ができたら成功なのか？



学習の目標と成功の明確化

何ができたら成功なのか？

・ 挑戦すること ＝⽣徒個⼈が⾃分の殻を破ること︓「できること」と「できないこと」の認知
・ 責任をもつ⼒＝協働的/社会的な繋がりを持つことで得られる外部からの⾃⼰変⾰︓
・ ⾃信 ＝⽬標を明確に⽰すことで⾃⼰効⼒感を得る仕掛けづくり︓教員の役割は適度な期待と役割斡旋
・ コミュニティにおける認知構造の理解︓⾃⾝と他者の客観的な評価
・ 概念理解

評価の対象はテーマではなく⽣徒個⼈

▲ ⽬標の明確でない授業
▲ 成功の基準が⽰されない授業
▲ 極端なエビデンス志向
▲ ⽣徒⾃⾝がなぜそれをしているのか理解していない授業

学びの⼊り⼝は「課題」から

生徒が主役になれる環境づくり
「⼤⼈も答えを知らない」が意外と⼤切



「教員の役割」の⾯積を狭く

「協働」の面積を広げるのは教員の役割
「協働/越境/垣根を超えた学び」の⾯積を広く

これからの教育モデル



● 学外とつながるのが目的ではなく、単純に視野を拡げるための
選択肢として活用する。まずは異学年間から（探究の引き継ぎ）

● 教育的技能における「協働」は学校間交流で大きく伸びる。

協力し合わない、交換・共有し合わない文化や制度はあまり成功しない。
それらは停滞を意味し、長い目でみると退行を引き起こす。（Matt, 2010）

これからの教育モデル



- 不登校経験者 多

これからの教育モデル

- 学力層の幅 広

- 国際バカロレア認定校
- 帰国子女 多

東京都 国立中等教育学校

- 経済的に余裕のある家庭 多
- ２年次に海外留学必須

東京都 私立高校

- 生徒の国籍 多様
- 進路は就職 多

福井県 県立高校

- 主に中学生がゼミに参加
- 沖縄県の進学校

沖縄県 県立中高一貫校



2023年2⽉10⽇





交流したい学校 募集中です！
私たちと地層処分やエネルギー問題について対話しましょう！

ゼミ生からの宣伝

2022年11⽉24⽇




